
     

利用学習計画書 

 

平成２４年４月１７日 

担当 第６学年 松本 寛 

 

１ ねらい 

地底の森ミュージアム・縄文の森広場での見学・体験学習を通して、歴史学習への興味・関心を高

める。  

 

２ 評価 

 旧石器時代や縄文時代の遺跡に興味を持ち、施設内の展示物を熱心に見たり、勾玉作りの体験学習

に意欲的に取り組むことができる。 

 

３ 学習活動について 

  社会科「縄文のむらから 米作りのくにへ」 

・身近な地域にも歴史を学ぶことのできる貴重な遺跡があることを知り、見学や体験学習を通して

歴史学習への興味・関心を高める。 

 

４ 事前学習 

  ・縄文時代、弥生時代の人々のくらしについて学習している。 

  ・探検ノートをもとに、展示物について興味・関心を持っている。 

 

５ 当日の指導内容 

  ①地底の森ミュージアム 

    （１）見学学習 学習ノートを活用し、クラスごとに館職員の説明を聞きながら学習する。 

 

  ②縄文の森広場 

（１）見学学習 探検シートを活用し、自由に復元住居・遺構表示等の野外展示及び館内        

の展示見学をする。 

（２）体験学習 体験活動メニュー（団体用）の中から、全員で勾玉作りを実施する。 

 

６ 事後指導 

  分かったことや感想をノートなどにまとめる。  

 

 

 

 

仙台市立東長町小学校 



利用学習報告書 

 
平成２４年６月１４日 

  担当 第６学年 松本 寛 

 

１ 事後指導について 

（１） 実 施 日 

      平成２４年４月２６日（水）～５月２日（水） 

 

（２）主な内容 

・社会科の授業で、見学したり体験したりしたことから分かったことや感想をまとめる。 

・それぞれで頂いた学習ノートの答え合わせ。 

 

 

（３）送付する資料 

児童生徒の学習後のまとめと感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

 

 


